
令 和 元 年 ５ 月 ９ 日
国土交通省東北地方整備局
北上川ダム統合管理事務所

異常豪雨の頻発化に備えダム情報伝達・操作の演習を実施

１．実施日時、実施場所
日 時 ： 令和元年５月１０日（金）９：００～１７：００
場 所 ： 北上川ダム統合管理事務所 情報センター室（２Ｆ）
※ただし、当日の気象等の状況により、延期又は中止となる場合があります。

２．演習対象
北上川ダム統合管理事務所 および 所管５ダム

（四十四田ダム、御所ダム、田瀬ダム、湯田ダム、胆沢ダム）

３．実施内容
演習想定としては、ダムの計画した規模を超える異常洪水時の操作 及び

下流河川と連携した防災操作を想定し、本番同様の情報伝達や、洪水対応の
訓練を実施します。
①情報伝達演習
②ダム操作演習
③記者発表実施訓練（ダム洪水調節効果のリアルタイム広報訓練など）
④自治体からの情報提供訓練（※ダム放流警報表示板を活用した情報提供訓練）
⑤防災エキスパートの出動要請訓練

４．当日の取材について
取材にあたっては、事前に以下の問い合わせ先へご連絡願います。
取材は担当者の指示にしたがってください。

問い合わせ先
国土交通省 東北地方整備局 北上川ダム統合管理事務所

盛岡市下厨川字四十四田１（電話：019-643-7831）
副所長（管理） 槙田 雅士（内線204）
管理第一課長 阿部 孝章（内線331）

記者発表資料

＜発表記者会：岩手県政記者クラブ＞

北上川ダム統合管理事務所では、今年度の出水時の防災体制に万全を期することを

目的として「洪水対応演習（ダム管理演習）」を実施します。
当日は、ダムからの放流通知・警報等の情報が、関係機関（国、県、市町村など）

へ正確かつ迅速に伝わるように又、洪水時に確実かつ万全なダムからの放流操作を実
施できるように演習を行います。

※ 近年は各地で大規模な出水による甚大な被害が発生しております。今後も同様の
出水が発生する可能性があり、被害を最小限にするためには

“ダムと関係機関が連携し洪水対応するため、情報共有が重要”であり、

演習を通じてさらなる連携の醸成に資するものです。

～洪水対応演習（ダム管理演習）を５月１０日に行います～

※洪水時に、市民の迅速な避難に役立ててもらうため、ダム管理者が市の要請を受けて、

ダム放流警報用の電光掲示板に避難勧告などの防災情報を流す訓練を行うもの。



大きな洪水が発生することを前提に、川の増水を緩和する防災操作を開始する状
態から、ダムの計画上想定した規模を上回る異常洪水時の操作 及び 下流河川と
連携した防災操作を想定した洪水予報、情報伝達の演習を行います。

今年度の主な演習スケジュールは次のとおりです。

10:00頃～ ・防災操作の開始

10:10頃～ ・下流河川と連携したダム操作の検討

12:00頃～ ・計画規模を超える異常洪水時の操作の可能性
に関する情報

13:00頃～ ・自治体からの情報提供訓練
（放流警報表示板を活用した情報提供）

14:00頃～ ・計画規模を超える異常洪水時の操作に関する
事前発表

15:00頃～ ・計画規模を超える異常洪水時の操作実施に関する
情報発表

16:20頃～ ・洪水警戒体制解除

参 考 資 料

今年度のダム管理演習の概要

５月１０日（金）

※用語説明
・防災操作

ダムに流れ込む水を貯めて川の増水を緩和する操作
・下流河川と連携したダム操作

下流河川管理者からの要請を受け、ダムに貯め込む水の量を増やし、
ダムから流れる水の量を減らす操作

・異常洪水時の操作
ダム湖に貯められなくなり、流れ込んでいる水をそのまま通過させる操作


